
保健ワークシート           がんの予防とがん検診 

２年  組  番 名前【           】 

 

 

 

 

１ がんにならないために自分ができることはなんだろう。 

  ○主ながんの原因 

  ・細菌、ウイルス  ・生活習慣     ・遺伝的原因 

                   喫煙、受動喫煙、飲酒、食事（野菜不足、脂肪分や 

塩分のとりすぎ）、運動不足など 

  ・身体に負担のかかる生活習慣を続けることによって起こる病気⇒生活習慣病 

 

○がんを予防するためには、どのような生活を送ればよいのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ がん検診の種類や有効性、日本での受診率の現状について知ろう。 

 ○受診率から考えられること 

 

 

 

 

 

 ○学校検診の必要性 

  ・病気が隠れていないか見つけるため 

  ・学校の健康課題を把握するため 

 

 

 

 

 

めあて：身近な人が健康に生活できるためのメッセージを考えよう！ 

 

 



 

 ○がん検診の有効性 

  ・がんは１ｃｍ程度の大きさにならないと発見できない 

   →10～20年かけて１ｃｍ程度の大きさになる 

    そこから 1年～2年かけて 2ｃｍ程度の大きさになる 

・早期がん（2ｃｍ以下）は自覚症状がない ←ここでの発見が重要！ 

 →自覚症状が現れた時は、がんの大きさが 2ｃｍ以上になっている可能性が高い 

・検診でがんを早期発見することができる 

・早期がんであれば９割の人が治る → ５年生存率の割合も高くなる 

  

○がん検診の種類 

  ※プリントの裏参照。 

 

 ３ がんのリスクを減らすためのアドバイスを考えよう！ 

事例：会社員のＡさん（３５歳）は、仕事が忙しく、食事はインスタントやファストフードが多いです。

休みの日は、たばこを吸いながらテレビを見たり、お菓子を食べたりして家の中で、ダラダラと過ご

しています。体は丈夫だし、時間もないし健康診断や検診も受けなくていいと言っています。 

○がんのリスクを減らすためのＡさんへのアドバイスを考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 身近な人へのメッセージを考えよう！ 

  ○だれに？（○を付けよう！） 

 （   先生    先生    先生    先生    先生    先生 ） 

 

  ○なぜ、その人へメッセージを伝えたいのか 

 

 

 

 

  ○伝えたいこと（箇条書きで書き出してみよう！） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活習慣アンケート（明和中学校生徒） 



 

 

 

明和町広報に掲載されていた

ものです。病院などに行かなく

ても受ける機会があります。 


